























































































































































































































































































































































































術」の章にある、Alfred Rethelの「友としての死神 Der Tod als Freund」（Abb. 
134; 1851年） は、死神が、臨終の鐘撞きの代わりに最後の鐘を鳴らしてやっ
ている場面描写であり、宗教性よりもむしろ世俗信仰的物語性が強い。同
様に、この章の他の作品でも、一角獣 （Böcklin; Abb. 137; 1885年） やイフィ
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